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佐藤先生が佐藤先生が
WLBな生活のためにWLBな生活のために

実践しているコツ！実践しているコツ！

♣ 2カ月に1回は旅行に！ （仕事以外の場を楽しむ）
 2カ月に1回は旅行に！ （仕事以外の場を楽しむ）

⇒旅行会社と年間で合計21日利用可能な契約を

結んでいて、2カ月に1回は旅行に出掛けている。

♣ チケットは前売りで！ （自らに制約を課す）
 チケットは前売りで！ （自らに制約を課す）

⇒美術館等の入場券は前売りで買ってしまうの

で、必ず行くようになる。

♣ 残業は 残業は““月8日月8日””を厳守！  常にチェックを!を厳守！  常にチェックを!

　（徹底した自己管理）　（徹底した自己管理）

⇒「午後6時半以降の残業は月に8日以内」厳守へ、

カレンダーに赤字で8日分だけ○をつけて、常に

チェック。仮に当月分が1つ増え○が9つとなった

ら次の月を必ず7つにする。

現
在
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
管
理
職
と
は

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
〜

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
〜

い　
　
　
　

ま　

子
育
て
、
結
婚
、
介
護
―
―
仕
事
以
外
で
や
り
た
い
こ
と
・
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
抱
え
て
働
く
社
員
が
増
え
て
い
る
中
、
そ
う
し
た
社
員
の
け

ん
引
役
で
あ
る
管
理
職
は
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
？ 

社
会
学
が
専
門
で
、

人
事
管
理
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
以
下「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」）に
詳
し
い
中
央
大

学
大
学
院
の
佐
藤
博
樹
教
授
に
聞
い
た
。

な
ぜ
今「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
」な
の
か

特　　集
♣
こ
れ
か
ら
の
管
理
職
と
は

　

管
理
職
と
は
本
来
、
任
務
達
成
に
向
け

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
計
画
を
立
て
、

部
下
に
計
画
実
行
に
必
要
な
仕
事
を
割
り

振
り
、
内
容
を
理
解
さ
せ
、
能
力
が
足
り

な
け
れ
ば
支
援
す
る
役
目
で
、
何
よ
り
重

要
な
の
は
、
部
下
が
意
欲
的
に
仕
事
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
管
理
職
が“
職
場
の
中
”

だ
け
を
注
視
し
、
部
下
の
動
向
を
考
え
、

仕
事
ぶ
り
を
評
価
し
、
働
き
易
く
な
る
よ

う
配
慮
し
て
い
れ
ば
、
部
下
は
意
欲
的
に

働
い
て
く
れ
た
。
が
、
今
は
そ
れ
だ
け
で

は
意
欲
的
に
働
け
な
い
社
員
が
増
え
て
い

る
。「
子
育
て
も
大
切
に
し
た
い
」「
結
婚

に
向
け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
時
間
を
し
っ

か
り
持
ち
た
い
」、
ま
た
は「
自
身
の
能
力

向
上
の
た
め
夜
間
大
学
院
に
通
い
た
い
」

な
ど
、“
仕
事
以
外
”で
や
り
た
い
こ
と
・

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
社

員
だ
。

　

要
す
る
に
、
部
下
の“
職
場
外
”で
の
活

動
等
も
理
解
し
支
援
す
る
上
司
の
下
で
な

い
と
、
部
下
は
意
欲
的
に
働
け
な
い
と
い

う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
管
理
職
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
従
来
の
役
割
に
加
え
、
部

下
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
を
支
援
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
、
す
な
わ
ち「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
」

と
し
て
の
力
な
の
だ
。

♣
管
理
職
世
代
も「
介
護
」に
直
面

　
「
介
護
」は
職
場
で
の
立
場
に
関
係
な
く

大
事
な
問
題
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
管
理
職
に
就

く
40
代
後
半
〜
50
代
と
な
れ
ば
、
親
が
い

る
限
り
、
必
ず「
親
の
介
護
」に
直
面
す
る
。

　
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」は
相
当
難
し

い
の
が
実
態
だ
。
例
え
ば
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
相
談
に
半
日
あ
る
い
は
全
日

要
す
る
し
、
親
が
突
然
倒
れ
て
駆
け
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
場
合
に
備
え
、

管
理
職
だ
け
で
な
く
基
幹
的
立
場
に
あ
る

社
員
な
ら
誰
で
も
常
に
自
分
の
代
行
が
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

た
し
か
に
介
護
休
業
制
度
は
あ
る
。
が
、

本
来
こ
れ
は
親
を
直
接
自
分
で
介
護
す
る

た
め
の
制
度
で
は
な
い
。
例
え
ば
介
護
に

要
す
る
期
間
は
平
均
4
、
5
年
、「
要
10
年

以
上
」が
全
体
の
12
％
と
い
わ
れ
て
い
る
中

で
、
10
年
以
上
休
業
を
取
れ
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
仕
事
と
介
護
の

両
立
の
準
備
を
す
る
た
め
の
休
業
制
度
で

あ
る
。

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
に
向
け
必
要
な
の

は
、
自
分
で
親
を
介
護
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
親
が
必
要
な
介
護
支
援
を
受
け
ら
れ

て
、
自
分
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
ら
の
働
き
方
・
生

き
方
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
だ
。

　

要
す
る
に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
、
管
理
職
に

と
っ
て
は「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
他
な

ら
な
い
。
今
後
、
管
理
職
は
自
分
も
含
め

社
員
一
人
ひ
と
り
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
大
切
だ
と
社

内
に
広
め
る
と
同
時
に
、
部
下
の
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
だ
。

♣
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
実
は
生
活
改
革

　

社
員
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

会
社
・
個
人
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

例
え
ば“
仕
事
一
筋
社
員
”で
あ
れ
ば
、

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
評
価

さ
れ
、
昇
進
へ
と
、
働
く
意
欲
が
上
が
っ

た
。
が
、
今
の
社
員
は
、
従
来
に
加
え
、

仕
事
以
外
で
の
部
分
を
上
司
あ
る
い
は
会

社
か
ら
理
解
さ
れ
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と

で
仕
事
へ
の
意
欲
も
高
ま
り
、
よ
り
効
率

的
に
働
こ
う
と
す
る
。
結
果
、
職
場
全
体

の
生
産
性
が
高
く
な
る
。

　

仕
事
と
介
護
を
抱
え
て
い
る
社
員
で
あ

れ
ば
効
果
は
特
に
大
き
い
。
仕
事
以
外
に

“
自
分
の
居
場
所
”を
確
保
し
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
実

現
で
き
れ
ば
、
日
々
の
ス
ト
レ
ス
も
解
消

さ
れ
、
生
活
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
か

ら
だ
。
ひ
い
て
は
豊
か
な
老
後
を
送
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

私
の
研
究
に
よ
る
と
、

定
年
後
に
豊
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
と
は
、
30
・

40
代
の
頃
に
仕
事
以
外
で

や
り
た
い
こ
と
や“
自
分
の

居
場
所
”が
あ
っ
た
人
た
ち

だ
。

　

例
え
ば
、
海
外
で
は「
子

ど
も
と
の
時
間
を
長
く
し

よ
う
」と
、
朝
早
く
家
を
出

て
午
後
4
時
に
は
帰
宅
と
い
う
社
員
も
い

る
し
、
今
年
の
夏
季
休
暇
を
過
ご
す
と
即
、

「
来
夏
は
他
国
で
1
カ
月
過
ご
す
」を
目
指

し
て
懸
命
に
働
く
社
員
も
い
る
。
生
活
に

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
よ
り
効
率

的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
の
だ
。

　

対
し
て
日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
仕
事
以

外
に“
自
分
の
居
場
所
”を
確
保
で
き
な
い

人
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
実
は「
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
る
」と
考

え
る
社
員
は
少
な
い
。
社
内
の
上
層
階
級

の
生
産
性
が
低
い
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の

た
め
だ
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
実
現
す

る
と
は
、
単
に
働
き
方
を
変
え
よ
う
と
い
う

の
で
は
な
く
、
実
は「
生
活
改
革
」な
の
だ
。

こ
の
意
識
改
革
こ
そ
が
一
番
重
要
な
の
だ
。

誰
も
が
意
欲
的
に
働
け
る
環
境
へ

Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
は

♣“
仕
事
一
筋
”世
代
が

　

Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
に
な
る
た
め
に

　

こ
れ
ま
で“
仕
事
一
筋
”で
き
た
社
員
を

Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
に
す
る
た
め
、
例
え
ば
私

の
研
修
会
で
は
、「
親
の
介
護
」に
直
面
し
た

部
長
職
と
か
共
働
き
夫
婦
に「
子
ど
も
が

で
き
た
」と
い
う
例
を
取
り
上
げ
、「
当
事
者

は
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」を
議
論

さ
せ
、
解
決
プ
ラ
ン
を
出
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま

で“
仕
事
一
筋
”だ
っ
た
社
員
が
、
職
場
は
同

じ
な
の
に“
仕
事
以
外
”に
自
分
と
し
て
担

う
べ
き
課
題
が
出
た
こ
と
で「
今
の
職
場
で

は
意
欲
的
に
働
け
な
く
な
る
」と
い
う
点
だ
。

「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
」を
考
え

る
の
が
狙
い
だ
。

　

こ
う
し
た
研
修
を
通
じ
Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職

の
必
要
性
を
全
社
的
に
理
解
さ
せ
、
同
時

に
そ
の
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
も
ら
う
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
実
施
後
3
カ
月
の
フ
ォ
ロ
ー

と
、
1
、
2
年
後
に
も
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
だ
。

　

社
員
す
べ
て
が
意
欲
的
に
働
け
る
よ
う

に
す
る
の
が
最
終
目
的
。
だ
か
ら
会
社
と

し
て
は「
一
人
ひ
と
り
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
重
要
」と

認
識
す
る
の
は
無
論
で
、
今
後
は
、
部
下

の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
Ｗ
Ｌ
Ｂ

管
理
職
を
評
価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必

要
だ
ろ
う
。

♣
Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
と
し
て
何
を
す
べ
き
か

　

で
は
、
具
体
的
に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
管
理
職
は
職

場
で
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　

有
効
な
の
は
、
管
理
職
自
ら
が
自
分
の

仕
事
に
時
間
的
制
約
を
設
け
、
よ
り
効
率

的
に
働
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば「
週

2
日
は
必
ず
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
す
る
」と
自

ら
労
働
時
間
を
限
れ
ば
、
仕
事
に
優
先
順

位
が
付
き
、
過
剰
品
質
な
ど
と
い
っ
た
無

駄
も
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
仕
事
上
の
リ
ス
ク
回
避
の
観
点

か
ら
も
、
自
分
の
仕
事
の
7
割
ほ
ど
は
他

の
社
員
が
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
常
時
情

報
共
有
は
確
実
に
し
て
お
く
べ
き
だ
。

Prof i leProf i le
佐藤　博樹 佐藤　博樹  （さとう ひろき） （さとう ひろき）　　大学院教授大学院教授

1981年 一橋大学大学院社会学研究科博士課程
単位修得退学。1981年 雇用職業総合研究所（現
労働政策研究・研修機構）研究員。1983年 法政
大学大原社会問題研究所助教授。1991年 法政
大学社会科学研究所教授。1996年 東京大学社
会科学研究所教授。2014年 中央大学大学院戦
略経営研究科教授
専門は人的資源管理。兼職として、内閣府の男女
共同参画会議議員やワーク・ライフ・バランス推進
官民トップ会議委員など。 著書として、『男性の育
児休業』（共著、中公新書）など。　
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日　程 内　容 講　師 参加者

第1回 6月17日(火)
知ってほしい！　これからを過
ごす地元、田無・保谷の歴史 近辻喜一さん（西

東京市文化財保護
審議会委員ほか）

延べ
99名

第2回 6月24日(火)
講師と巡る宿場町たなし～旧名
主・下田家、総持寺、田無神社

第3回 7月8日(火)
地域の食文化を知ろう～つけ汁
うどんに挑戦～

西東京市地域活動
栄養士会

第4回 7月15日(火)
“おひとりさまシニア”のライフ
プラン

土 堤 内 昭 雄 さ ん
（ニッセイ基礎研
究所社会研究部主
任研究員）

『
パ
リ
テ
だ
よ
り
』で
は
、

『
パ
リ
テ
だ
よ
り
』で
は
、

パ
リ
テ
か
ら
の
事
業
報
告
と
、

パ
リ
テ
か
ら
の
事
業
報
告
と
、

今
後
行
わ
れ
る
予
定
の

今
後
行
わ
れ
る
予
定
の

事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

5 4

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に

～
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
大
切
に
～

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す

運
動
週
間
事
業

【
講
師
】 

白
河
桃
子
さ
ん（
少
子
化
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
作
家
、
相
模
女
子
大
客
員
教
授
）

【
参
加
者
】 

21
名

　

女
性
が
働
く
覚
悟
を
す
れ
ば
、
様
々
な

社
会
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
明
快
な
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

◆
パ
ネ
ル
展

◆
パ
ネ
ル
展

パ
ネ
ル
テ
ー
マ「
21
世
紀
の
女
性
と
仕
事
」

　

女
性
の
就
労
保
障
の
歴
史
が
内
容
豊
富

【
講
師
】 

村
上
誠
さ
ん
、
安
藤
彰
悟
さ
ん
、

陰
山
元
希
さ
ん（
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ

パ
ン
千
葉
支
部
）　

【
参
加
者
】 

29
名

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
が
、
大
好
き
な
電
車
に
変

身
！ 
素
敵
な
飾
り
つ
け
も
で
き
て
、
子
ど

も
た
ち
も
大
満
足
の
様
子
。

電
車
ゴ
ッ
コ
で
子
ど
も
が

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
パ

パ
た
ち
の
輪
で
は
、
子
育

て
の
話
に
盛
り
上
が
っ
た

1
日
で
し
た
。

【
講
師
】 

伊
藤
厚
子
さ
ん（
臨
床
心
理
士
、

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
・
ア
レ
ー
ズ
代
表
）

【
参
加
者
】 

40
名

　

は
じ
め
は「
認
知
行
動
療
法
」と
い
う
、

ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な
気
配
に
一
人
一
人
の

表
情
は
硬
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
講
座
が

進
み
、
自
分
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
多
く

の
参
加
の
方
た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
最
後
は
柔

ら
か
な
表
情
で
帰

ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

【
講
師
】 

齋
藤
美
樹
さ
ん（
工
作
・
手
芸
教

室
主
宰
）

　

第
1
回
は
ハ
ニ
カ

ム
ボ
ー
ル
と
い
う
ク

ラ
フ
ト
、
第
2
回
は

ニ
ッ
ト
の
雪
柄
コ
ー

ス
タ
ー
作
り
を
体
験

し
、
モ
ノ
づ
く
り
の

達
成
感
と
少
人
数
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
役
立
て
ま
し
た
。

【
講
師
】 

お
お
た
と
し
ま
さ
さ
ん（
育
児
・

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　

男
子
校
・
女
子
校
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
的
効
果
や
、
男
女
平
等
感
の
育

成
ま
で
を
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

に
描
か
れ
て
い
て
、
パ
ネ
ル
枚
数
も
多
く
、

人
を
引
き
込
む
の
に
充
分
な
展
示
で
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
週
間

　
「
男
女
共
同
参
画
週
間（（
66
月月
2323
日
～
日
～
2929
日
）
日
）」に
、
パ
ネ
ル
展

」に
、
パ
ネ
ル
展（（
66
月月
2323
日（
月
）
～

日（
月
）
～

2929
日（
日
））

日（
日
））と
講
演
会

と
講
演
会（（
2828
日（
土
））

日（
土
））を
実
施
し
ま
し
た
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

8
月
24
日（
日
）

9
月
25
日（
木
）

第
1
回 

12
月
1
日（
月
）

第
2
回 

平
成
27
年

　
　
　

 

1
月
10
日（
土
）

12
月
20
日（
土
）

　
「
女
性
」と「
子
ど
も
」の
複
合
差
別
を
受
け
る
女
児
の

教
育
機
会
の
保
障
と
社
会
的
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て

定
め
ら
れ
た
国
際
ガ
ー
ル
ズ
デ
ー
に
お
い
て
、
発
展
途

上
国
の
女
児
の
抱
え
る
問
題
を
分
か
り
や
す
く
提
起
し

た
秀
逸
な
作
品
で
し
た
。【
参
加
者
】
19
名

10
月
11
日（
土
）

11
月
12
日（
水
）〜
25
日（
火
）

“
わ
た
し
”の

　
磨
き
方

　
レ
ッ
ス
ン

パ
リ
テ
だ
よ
り

　

前
半
2
回
は
講
義
と
市
内
散
策
で
地
元
の
歴
史
の

魅
力
に
触
れ
、
第
3
回
は
う
ど
ん
作
り
に
挑
戦
。
第

4
回
は
地
域
に
出
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
お
ひ
と
り

さ
ま
で
あ
っ
て
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
生
き
方

に
つ
い
て
学
び
、
退
職
後
の
人
生
を
さ
ら
に
楽
し
む

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

  

ガ
ー
ル       

　
ラ
イ
ジ
ン
グ

「G
IR

L
 R

IS
IN

G

～
私
が
決
め
る
、
私
の
未
来
～
」

パリテだより情報誌  パリテ Vo l .14

ア
ラ
還
世
代
の
男
塾 
～
さ
ら
な
る
自
分
を
見
つ
め
て
～

就
職
、結
婚
、妊
娠 

女
性
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

パ
パ
と
ダ
ン
ボ
ー
ル

 

電
車
を
作
ろ
う

気
持
ち
を
楽
に
す
る

  

ス
ト
レ
ス
対
処
法

て
し
ご
と
カ
フ
ェ（
2
回
講
座
）

男
子
校
・
女
子
校
っ
て

　
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

人
生
経
験
を
積
ん
だ
定
年
退
職
後
の
男
性
た
ち
が
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

人
生
経
験
を
積
ん
だ
定
年
退
職
後
の
男
性
た
ち
が
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

地
域
活
動
の
楽
し
さ
、
意
義
深
さ
を
学
ぶ

地
域
活
動
の
楽
し
さ
、
意
義
深
さ
を
学
ぶ
44
回
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

回
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

週
間（
11
月
12
日（
水
）
〜
25
日（
火
））に

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

日　程 内　容 講　師 参加者

第1回 10月2日（木）
いま、考えてみよ
う・話してみよう

“わたし”のこと 石﨑節子さん
（ 国 際 女 性 の
地位協会理事、
西東京市男女
平等参画推進
委員会委員）

延べ
53名第2回 10月9日（木）

知って得する魔法
の杖～学んで活
かそう「世界女性
の宝」～

第3回 10月24日（金）
輝く“明日のわた
し”をイメージしよ
う

日　程 内　容 講　師 参加者

11月22日（土）
講演会「貧困と暴力」
貧困と暴力の背景に何があるのか。
ＮＨＫ報道ディレクターが語る。

新井直之さん
（ＮＨＫ報道ディレクター）

30名

11月12日（水）
～25日（火）

パープルリボン・プロジェクト
女性への暴力反対の思いを込めてパー
プルリボン・タペストリーのパーツづくり
と、タペストリーの展示をします。

パープルリボン・プロ
ジェクトをすすめる会と
の協働

21名

パネル展示　
（タイトル「デートＤＶ」） ー 多数

日　程 内　容 講　師 参加者

第1回 10月20日（月）
「タッピングタッチ」
～こころとからだのリ
ラクゼーション～

更科幸一さん
（ タッピ ン グ
タッチインスト
ラクター）

延べ
42名第2回 11月7日（金）

「これだけは知ってお
きたい法律知識」～夫
婦と子どもの問題をめ
ぐって～

打越さく良さ
ん
(弁護士)

第3回 11月26日(水)
ＤＶ・モラルハラスメン
トによる被害者の心身
と子どもへの影響

本田りえさん
（臨床心理士）

共
通
講
座（
4
回
連
続
）

共
通
講
座

自
立
支
援
講
座（
3
回
連
続
）

上
映
会

基
礎
講
座

共
通
講
座

週
間
事
業

週
間
事
業

講演会夏休み
企画

平
成
26
年
度 

セ
ン
タ
ー
事
業
報
告

基
礎
講
座（
3
回
連
続
）

基
礎
講
座
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40年前から2倍となった母子家庭。20年前から
33％増加した父子家庭。その状況はどのよう
なものなのか、何故そうなったのか？　多くの
インタビューからリアルな実態が伝わる。生き
づらい彼女・彼らの過酷な現状から課題を分
析・整理して、支援の方向性を示唆。自ら30
年、シングルマザーとして生き、支援の活動を
してきた著者の渾身の一冊。

ひとり親家庭
（岩波書店）

著　者：赤石千衣子

うつ、不安、パニック障害、恐怖症、怒り、
人間関係やトラウマ、摂食障害、物質乱用、
人格障害、様々なストレス障害に有効性が実
証されているカウンセリングの一つに「認知療
法」があります。何かの困難にぶつかった時
に、それに向き合うための、ものの見方や考
え方を変えるプロセスを身につける一冊です。

こころが晴れるノート
〜うつと不安の認知療法
自習帳〜

（創元社）
著　者：大野裕

情報が氾濫している社会で、いつのまにか“子
育てとはこうあるべきもの！”それにしばられて
いる自分に気づきました。現代はいろんな生き
方がある。そんななか、まずは『ありのままの
自分』に共感してあげる、肯定してあげる。そう
したら子どもにも共感でき、ガミガミ、ダメダ
メはなくなるのかもしれません。

ガミガミ母さん、ダメダメ父
さんから抜け出す68の方法

（サンマーク出版）
著　者：おおたとしまさ

パリテ・
ライブラ

リー

このコーナーでは、男女平等参画をはじめとする様々なテーマの本を紹介します。このコーナーでは、男女平等参画をはじめとする様々なテーマの本を紹介します。

男女平等推進センター「パリテ」の図書コーナーで貸し出していますので、ぜひご活用ください。男女平等推進センター「パリテ」の図書コーナーで貸し出していますので、ぜひご活用ください。

「イクジイ」編 「イクジイ」編 

in 
西東京  No.2

　定年退職から6年。本間忠さんは今「孫育て」の真っ最中

で、近くに住む娘さんが仕事に行っている間、1歳5カ月の龍

志くんを預かっています。

　現役時代は仕事一筋で、子育てにはほとんど関われな

かったという忠さんですが、今はその分まで龍志くんに愛情

を注いでおり、「孫の相手をするのは楽しいですね。普段の

生活にもハリが出ました。成長すればキャッチボールなども

できるようになるでしょうし、もっと楽しいのではないでしょうか。孫を育てて

いるというより、一緒に遊んでいるという感じです」と目を細めます。

　「今の人は色 と々大変だと思いますが、若いうちに子育ての楽しさや子ど

もの可愛さを知るのもいいことですよ」と話す忠さん。孫育てをしながら、料

理に腕を振るったり、シルバー人材センターの仕事で子どもたちの登下校

を見守ったりもしており、第二の人生をいきいきと楽しんでいます。▲住吉会館ルピナス2階にある「のどか広 
　場」で夢中に遊ぶ龍志くんと

▲龍志くんと一緒に過ごす時間は楽しくて仕方ないと、語る 
　忠さん。龍志くんもジイジが大好き ！

※「イクジイ」とは、育児に積極的に関わるジイジです

孫孫と過ごす時間がと過ごす時間が
　　　　　　何何よりより楽楽しい ！しい ！

西東京市男女平等推進センター パリテ
★★★ 第7回 パリテまつり ★★★

男女平等で幸せな社会を

◆ パリテまつり開催期間（パネル展示期間）
　 ２０１5年  2/2㊊～2/13㊎
◆ イベント開催日
　 ２０１5年  2/7㊏・8㊐

パリテまつり講演会パリテまつり講演会

「スポーツ界から見た 
　 男女平等参画」
 日 時   2月8日（日） 14：00～16：00
会 場  住吉会館ルピナス 4階 
　　 大広間（13：30開場）
※講演会では手話通訳を行います。
※事前予約は不要です。直接会場へお越しく
ださい。（会場の定員を超える場合は、入場を
制限させて頂く事があります。）

【講師】【講師】
山口 香さん山口 香さん（筑波大学体育系准教授）（筑波大学体育系准教授）
1964年東京生まれ。女子柔道競技
の先駆者として活躍。競技引退後は
大学で教鞭をとるかたわら指導者と
しても活動。現在は筑波大学体育系
准教授、日本オリンピック委員会理
事として柔道のみならずスポーツの
普及発展に努めている。

保 育
要予約

住吉会館住吉会館
ルピナスルピナス会 場会 場

映画上映会 「うまれる」
両親の不仲や虐待から自身が親になることに戸惑う夫婦、出産予定日に
我が子を失った夫婦、子どもを授からない人生を受け入れた夫婦、完治
しない障がいを持つ子を育てる夫婦……命を見つめる4組の夫婦の姿を、
つるの剛士さんのナレーションで送るドキュメンタリー映画です（104分）。
時 間  10：00～12：00
会 場  4階 大広間
企画団体：新日本婦人の会西東京支部

あたまの健康 からだの健康〜水を飲んで認知症予防〜

講 師  竹内孝仁さん（国際医療福祉大学大学院教授・医学博士）
時 間  12：30～14：30
会 場  2階 研修室
企画団体：西東京市福祉推進協議会

はじめての自力整体
自分で身体のツボ・経絡を刺激しながら、 呼吸と気持ちをリラックス
させ整体していく運動です。
講 師  森崎文子さん （自力整体ナビゲーター）
時 間  14：00～16：00
会 場  4階 大広間
企画団体（予約連絡先）：NPO法人ワーカーズ・コレクティブちろりん村

【FAX専用】 042-425-0788  【E-mail】 chirorinmura@mbn.nifty.com

性暴力から子どもを守る
講 師  中野宏美さん（NPO法人しあわせなみだ代表）
時 間  14：40～16：40
会 場  2階 研修室
企画団体：  女性会議保谷支部

パパの初めてのバルーンアート講座
講 師  こたパパさん （バルーンアーティスト）
時 間  14：00～16：30
会 場  3階 機能訓練室
※お子様（小学生まで）と一緒に参加できます。
※「パパ」以外のご家族の方もご参加頂けます。
企画団体（予約連絡先）：西東京市パパクラブ

【URL】  http://kokucheese.com/event/index/236457/

女性は本当に輝けるのか〜男女共同参画の視点から〜

講 師  鹿嶋敬さん（実践女子大学人間社会学部教授）
時 間  10：00～12：00
会 場  2階 研修室
企画団体：特定非営利活動法人 生活企画ジェフリー

つくって あそぼう
“くるくるハンドル作り”“マラカス作り”好きな方を選んで一緒につくって

あそぼう！
時 間  10：30～14：30
会 場  1階 交流ホール
※対象：お子様とその保護者の方
※開催時間内は、随時ご参加・ご観覧頂けます。
※入替え制のため、人数が多い場合はご案内までお時間を頂くことがあります。
企画団体：NPO法人ワーカーズ・コレクティブちろりん村

ママのためのネイルアート体験会と
ライフプラン講座
講 師  田谷晋太郎さん

（ファイナンシャルプランナー・NPO法人子育てコム監事）
時 間  12：45～14：00
会 場  2階 研修室
企画団体：べいてぃ～ず

7日
㊏

8日
㊐

保 育
要予約

保 育
要予約

保 育
要予約

保 育
要予約

保 育
要予約

保 育
要予約

保 育
要予約

要予約

  喫茶・軽食、雑貨、生花販売、イートイン休憩コーナー
7日・8日 10：00～16：30　1階 パリテ オープンスペース

  「終活」無料相談コーナー
7日・8日 10：00～16：00　2階 交流ホール
“エンディングノート”や“遺言書”など「終活」についての疑問
をお気軽にご相談ください。

  パネル・作品展示コーナー
期間中（9：00～22：00）常設展示　1階 交流ホール 他
●啓発パネル「日本女性はどう生きてきた？ ―女性の明日を考えるた
めに―」 ●パネル展示 「ノーベル平和賞受賞者 マララ・ユスフザ
イさん 国連演説」 ●西東京市第3次男女平等参画推進計画・
西東京市配偶者暴力対策基本計画 ●団体活動紹介パネル・
作品展示、パープルリボン・プロジェクト...他

受付期間：市報（2015 年 1 月15 日号）配布日から、各イベントごとの定員に達するまで
対象：生後 6 カ月～未就学児、要予約（先着順）
受付期間：市報（2015 年 1 月15 日号）配布日から、1 月 28 日（水）まで FAX またはパリテ窓口まで

【FAX】042-422-5375（共用）　【パリテ窓口受付】月～土（祝日閉館）9：00 ～ 17：00

定員40名
要予約

定員20名
要予約

7日㊏  ❶ 画像をアニメ風に動かしてみよう❶ 画像をアニメ風に動かしてみよう
メールに“ゆらゆらと動く画像”を貼り付けてみましょう！
講 師  大森有妥子さん（シニア情報生活アドバイザー）

8日㊐ ❷クラウドを使ってみよう❷クラウドを使ってみよう
資料、写真、音楽、動画などを家族、友人と安全に共有しましょう！
講 師  梅原昭彦さん

（マイクロソフトMOSマスター・シニア情報生活アドバイザー）

時 間  10：00～12：00
会 場  3階 機能訓練室
企画団体（予約連絡先）：
NPO法人セプロス 

【TEL＆FAX】 042-425-6090
10：30～16：30（月～金）

【E-mail】 ceproce@kch.biglobe.ne.jp

各回とも
定員10名

要予約

要テキスト代
500円

要テキスト代
500円

パソコン体験会

パリテ

情報誌  パリテ Vo l .14



　

今回は『必要とされている管理職とは』と

いうテーマですが、やっぱり成長してる

会社にはこんな管理職が必要であるな

と編集を進めながら共感していました。

将来は自分で事業を立ち上げたい夢も

あるので、参考にできればと思います。

長坂悠

消費税の値上げが先送りになりました。

市民の穏やかな暮らしに影を落とす「格

差と貧困」、「貧困と暴力」。いつまでも

消えない苦しい事件がある度に、日本

の政治が国民を守る政治であってほし

いと願います。

加藤眞理

地域デビュー二年目。定年後、公民館

等の講座に参加し、少子高齢化の問題・

介護の重要性に関心が高まり、老若男

女皆が分担していくことが必要と感じて

います。WLBという理想に向け自分達は

何ができるのか、考えさせられました。

齋藤博

特集記事の佐藤先生とのお話の中で、

「イクボス」に限らずこれからは介護や

大学院通学・地域活動など個人生活と

仕事の両立を支援できるボスが求めら

れるとうかがい、社会がいま大きく変化

していることを再確認 ！

白井香澄

●編集後記●
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愛称「パリテ」とは…
フランス語で“ 平等な”という意味です。

男女平等参画社会の実現をめざして活動するグループを支援します。
団体登録をしていただくと、次のとおり施設をご利用いただけます。

グループ活動や、活動の際の保育室としてご利用い
ただけます。（無料）
●登録団体は2カ月前（その他の方は1カ月前）から予 
　約申し込みができます。
●利用時間　午前9時～午後10時

グループで作成したチラシなど
を配布できるロッカーです。申
請をしていただくと、ご利用いた
だけます。
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▶ご意見、ご感想をお寄せください。情報誌「パリテ」は 
　西東京市のホームページからもご覧いただけます。
　http://www.city.nishitokyo.lg.jp

西東京市男女平等推進センター「パリテ」登録団体紹介　西東京市男女平等推進センター「パリテ」登録団体紹介　

　 女性会議は、1962年に結成（当時は日本婦人会議）されました。平和
憲法を暮らしに生かし、差別のない社会をつくるために、全国各地の女性
たちが集い、活動しています。
　「アイ」には、私、女の目、友愛の意味が込められています。

　合成洗剤で河川が泡だらけになった時、「公害のないせっ
けんを使おう」とせっけんを広める運動を始めました。また、

「子どもたちに安全・安心な食べ物を」と共同購入会をつ
くったほか、女性の市議会議員を送り出し、子どもや女性の
ための政策実現に向けての活動なども続けてきました。私
たちは、70年続いた戦争をしない国、戦争のできない国、平
和な国を逆戻りさせたくありません。そして、女性が自立し
て自分らしく生きる力をつけ、性による差別のない社会をつ
くっていくために、今後も活
動を続けて行きます。

【問い合わせ先】

女性会議保谷支部
☎042-467-8591（神島）　　

平和運動に貢献された丸木俊さんが、日本婦人会議結成
15周年の時に贈ってくださった墨絵。「会に集う女性たち」
をイメージして描いてくださいました。

◆◆女も男も、すべての人が人間らしく働き続けるために
◆◆女性の人権を確立し、ジェンダー平等社会をつくる
◆◆子どもや、マイノリティの人権を守る
◆◆女性の政治参加で社会を変える
◆◆あらゆる女性への暴力をなくす
◆◆高齢期を安心して生きるために
◆◆せっけん運動から環境問題、脱原発で持続可能な社会へ
◆◆武力に頼らない平和な世界をつくる

活動の柱は 西東京市では
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（男女平等推進係）

反原発集会に参加しました（2012年）

「
アイ

女性会議」 

女性会議50周年を祝う集い（2012年、東京都本部）


